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　板材の整理や記録作業は、同じように見えるもの
ばかりで面白味のないもののようですが、荒 し々く割
り裂かれた木肌を見ていると、加工にあたった古
代・中世の人々の、力強く生きた姿を感じとることが
できました。　　　　　　　　　　 　　　（野崎）
　岡山大学構内遺跡では、古代・中世の井戸が多数調査され、
木を素材とする井戸枠を用いたものも確認されています。そのう
ち、鹿田遺跡の井戸枠には、半分に分割した大木を刳り貫いた、
「刳り貫き式」のもの、柱材や梁材を組み合わせて方形の枠を
作り、周囲に縦板を立てる「方形縦板組」のもの、井戸最深
部に溜桝として「曲物」を据えるものがありました。
　用いられた井戸枠材には、古代・中世の木工技術をものがた
る加工痕が多数のこされています。本号では、のこされた加工
痕から用いられた道具や当時の技術をさぐります。（野崎 貴博）
井戸枠材からみた古代・中世の木工
岡山大学構内遺跡における用途別の樹種利用
　本センターでは、大学構内に所在する津島岡
大遺跡・鹿田遺跡の発掘調査で出土した木質
遺物の樹種同定を植物学研究者のご協力を得
て実施しており、その同定点数はすでに1000点
を大きく超えています。こうした同定の成果は、
各調査の発掘調査報告書に掲載してきました
が、これらの成果を総合して考察することで、
両遺跡に生きた人々の社会と歴史を、「木」と
いう資源利用の“ファインダー ”を通して垣間見る
ことができるでしょう。
　下表は、その試みの一つとして、一定の点数
が分析されている時代ごとに、杭・加工木（板
材を含む）・製品の用途に分けて、使用されて
いる樹種の点数をカウントしたものです。両遺
跡とも時代によって出土点数や分析点数に差が
あり、単純に比較することはできませんが、下
表からは次の点を読みとることができそうです。
①杭は、縄文時代から古代までは多くの樹種
を利用する。縄文時代ではアカガシ亜属の
割合が非常に高い。分析点数は少ないもの
の、近世はマツ属の利用が高まる。
②加工木（板材を含む）は、縄文・弥生時
代ではコナラ亜属・アカガシ亜属・クヌギ
節といったブナ科の広葉樹が多く、古代以
降、針葉樹が多用される。
　利用される樹種の移り変わりは、遺跡をとりま
く山野の植生といった自然環境の変化や、資源
流通網の整備といった社会の変化を反映してい
ると考えられ、花粉分析の成果や、中世に流通
した遺跡出土の規格材の在り方とも調和的です。
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【津島岡大遺跡】
【鹿田遺跡】
　木製品は、目的や用途に応じてさまざまな形に作り
分けられます。また、それぞれの製品に適した木の種
類や木取りの方法があります。
　これらの素材を目的の形に加工するためには、さま
ざまな道具を使い分ける必要がありますし、道具を使
いこなす技術も必要とされます。木製品は素材・道具・
技術という三つの要素が組み合わされて作り出される
ものといえます。
　しかし、遺跡から出土する木製品のほとんどは地
中に包蔵されている間に劣化していますし、壊れて廃
棄されたものも多く、もとの形や用途をうかがいしるこ
とが困難です。また、木
製品を作り出す加工具
が出土することも多く
はありません。遺跡からの出土品を通して過去の木工
の道具や技術を知る手がかりとなるのは、木製品に
のこされた加工の痕跡です。たとえ道具の出土がなく、
伝世品が存在していなくても、木製品に加工の痕跡
がのこされていれば、その木製品が作られたときに使
用されていた道具や技術に迫ることもできるでしょう。
　以下では、鹿田遺跡から出土した井戸枠材を素材
に古代・中世の木工技術をみてみます。
　鹿田遺跡の刳り貫き式井戸枠は、弥生時代のもの
1基、古代・中世のもの4基が確認されています。弥
生時代・古代のものについて、井戸枠を据える際、
井戸底面に接地する木口面を比較してみましょう。
　弥生時代のものは、断面形がクサビ状に尖るのに
対し、古代のものは平滑な面をなしています。
　加工痕をみると、弥生時代のものは、内外面を手
斧で斫った痕跡が連続して認められます。
　古代のものでは、①手斧状の工具で斫った後にヤリ
ガンナで削る、②のこぎりで横挽きし、切断する、という、
平滑な面を作り出す２つの方法が確認できました。
　のこぎりは古代になって大形化し、建築にも使用さ
れます。これまで、古代ののこぎりの出土例は稀で、
出土木製品でものこぎり加工痕はあまり認識されてい
ませんでしたが、今後、類例の増加が期待されます。
　古代・中世の方形縦板組井戸枠は、角材で骨組みとなる枠をつくり、
薄い縦板を矢板として周囲に立て並べるものです。板材のなかには、
端部を切り欠いたものや、四角く孔を穿つものがありました。
　切り欠きの形をみてみると、四角く切りだすもの、斜めに切りだすもの、
凹状に切りだすものなどがあります。これらの板材が接合した資料（写
真①）では、一単位の加工痕が複数の板材にまたがっていることがみ
てとれ、切り欠きが打ち割り前の加工であることが分かります（写真②）。
　切り欠きの形からは、角材として運ばれた材が加工され、梁や根太
といった、建築物の構造材として使われていたことが考えられます。
　もとはこうした切り欠きをもつ構造材だっ
たものを打ち割って製材し、井戸枠材として
用いたのでしょう。地下に用いる材のため、
表面は木目に沿って割り裂かれた、荒 し々
い面をのこしたままです。
なぜ加工痕に着目するのか？
弥生時代・古代の刳り貫き式井戸枠と木口の加工
方形縦板組井戸の打ち割り製材
　曲物は割ったり、削ったりする加工だけでなく、板そのものを曲げる
という技術が加わっています。曲げた板を樺皮で綴じ合わせるという技
術もみられます。曲物は、さまざまな技術の集合体として製品が形作ら
れていることを明瞭にみてとれる出土品で、いにしえの多彩な木工技
術を今に伝えてくれます。
多様な加工技術をもつ曲物
製 品
素 材
技 術 道 具
はつ
のこぎり
挽き
『当麻曼荼羅縁起』
（13世紀）を模写
斜め方向に連続するのこぎり擦過痕
中心部を境に左側は左下がり、右側は右
下がりに、直線的な擦過痕が連続します。
（残存長：114 ㎝）
（残存長：77 ㎝）下写真の範囲
木口内面の手斧痕
右から左方向にむかって、刃痕が階段
状に連続しています。
弥生時代 古代
うが
方形縦板組井戸（中世）
②切り欠き部分にのこる刃痕
手斧状の工具による一単位の打撃の刃痕が複数の板材にまたがります。
①３枚が接合した切り欠きのある井戸枠材
かばかわ と
井戸底の溜桝として使用された曲物（中世　直径 51 ㎝）
③ケビキ
縦方向・斜め方向の刻みを入
れ、板を曲げやすくします。
①板材表面の裂痕
割り剝がした板材表
面の凹凸を削ります。
②下端部の木釘と釘穴
底板は横から木釘を打
ちこみ、側板と結合し
ます。
①
②
③
材木を
打ち割る
『当麻曼荼羅縁起』
（13世紀）を模写
薄板の
　けびき
『七十一番職人歌合』（1500 年頃）を模写
はつ
下写真の範囲
はり ね だ
下写真の範囲
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